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関
　
　
奈
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文
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研
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飛
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藤
原
宮
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発
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調
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調
査
担
当
者
　
代
表
　
金
子
裕
之

遺
跡
の
種
類
　
宮
殿
跡

遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
１
人
世
紀
初
頭

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
九
九
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
藤
原
宮
跡
大
極
殿

・
朝
堂
院
地
区
に
お

け
る
再
調
査
の
大
回
日
で
あ
る
。
調
査
位
置
は
朝
堂
院
回
廊
東
南
隅
部
に
あ
た

り
、
調
査
面
積
は

一
〇
二
四
♂
で
あ
る
。

主
な
検
出
遺
構
は
、
朝
堂
院
東
面
回
廊

・
南
面
回
廊
と
、
こ
れ
に
取
り
付
く

朝
集
殿
院
の
東
面
区
画
施
設
で
あ
る
。
朝
堂
院
回
廊
は
礎
石
建
ち
複
廊
で
、
柱

間
寸
法
は
、
桁
行

一
四
尺

（約
四
二
冨
）
梁
行

一
〇
尺

（約
三
・
Ｏ
じ
、
隅
部

分
二
間
四
方
は

一
〇
尺
等
間
と
な
る
。
朝
集
殿
院
区
画
施
設
は
、
当
初
は
朝
堂

院
東
面
回
廊
の
棟
通
り
筋
廷
長
上
に
設
け
ら
れ
た
掘
立
柱
塀
で
あ
っ
た
が
、
後

に
こ
の
位
置
を
東
側
柱
筋
と
す
る
礎
石
建
ち
複
廊
に
改
修
さ
れ
た
。
後
者
の
柱

間
寸
法
は
、
桁
行

一
〇
尺

（約
三
・
○
じ

梁
行

一
二
尺

（約
三
二
ハ
じ

で
、

桁
行
よ
り
も
梁
行
が
大
き
い
と
い
う
異
例
の
構
造
を
と
る
。

」
匠

匠

匡

一Ｌ

一Ｆ
‐Ｌ
Ｆ
Ｌ

Ｆ
Ｌ

げ

却コ

コ

コ

一ヨ

コ

コ

一ヨ

コ

「

7654321

★本号掲載分出土地

。奈文研調査
▲奈良県調査

一 -l   H  II   
‖  II   II   I

鞠　　鶴
鰯　　鞠

藤原宮及び周辺木簡出土地



木
簡
は
、
朝
堂
院
の
東
外
側
を
北
流
す
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
九
人

一
五
か
ら
五
〇

〇
〇
点
以
上
出
土
し
た
。
大
多
数
は
削
暦
で
、
そ
れ
以
外
は
二
六
六
点
に
と
ど

ま
る
。
Ｓ
Ｄ
九
人

一
五
は
、
西
流
し
て
き
た
溝
が
朝
堂
院
回
廊
と
朝
集
殿
院
区

画
施
設
の
取
り
付
き
付
近
で
北
に
折
れ
た
も
の
。
規
模
は
幅
約
二

・
五
ｍ
深
さ

約
〇

・
五
ｍ
だ
が
、
屈
折
部
付
近
と
石
敷
き

（後
述
）
付
近
は
浅
く
、
氾
濫
原

状
に
広
が
る
。
堆
積
土
は
大
き
く
三
層
あ
り
、
最
下
層
か
ら
は
自
然
木
と
少
量

の
瓦
片
が
、
第
二
層
か
ら
は
多
量
の
木
盾
が
、
最
上
層
か
ら
は
造
営
時
の
廃
棄

瓦
が
出
土
し
た
。
木
簡
は
第
二
層
か
ら
出
上
し
、
特
に
石
敷
き
以
北
の
溝
西
岸

部
に
集
中
す
る
。
木
簡
の
出
土
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
近
接
す
る
場
所
か
ら
投

棄
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
極
め
て

一
括
性
が
高
い
。

な
お
、
石
敷
き
は
Ｓ
Ｄ
九
人

一
五
を
埋
め
た
後
に
東
西
方
向
に
敷
か
れ
た
も

の
で
、
朝
堂
院
東
面
回
廊
の
南
か
ら
三
間
目
の
場
所
に
位
置
す
る
。
こ
の
石
敷

き
が
通
路
的
な
性
格
を
も
つ
舗
装
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
回
廊
の
こ
の
位
置
に

通
用
門
が
開
い
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪
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□
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□
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・卿‰孵醇□

茶
□各
醒
瞭
易
儀

・
□

側講網嗣□

年
紀
の
あ
る
木
簡
は
、
⑫
戊
寅
年

（天
武
七
年
、
六
七
八
）、
い
癸
卯
年

（天

武
八
年
、
六
七
九
）、
い
大
宝
元
年

（七
〇
こ
、
⑤
大
宝
二
年
、
②
大
宝
三
年
が

あ
る
。
コ
ホ
リ
・
サ
ト
の
表
記
は
、
本
誌
に
未
掲
載
の
も
の
を
含
め
て

「郡
」

「里
」
が
圧
倒
的
に
多
い
。
現
時
点
で
は
、
「評
」
は
⑬
以
外
に
一
点
あ
る
の

み
で
、
「五
十
戸
」
は
⑫
に
そ
の
可
能
性
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
全
体
と
し
て

人
世
紀
初
頭
の
大
宝
年
間
の
木
簡
が
主
体
を
な
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
い

②
の
よ
う
に
天
武
朝
の
も
の
も
ご
く
少
数
含
ま
れ
て
い
る
。
⑫
は
長
期
保
存
の

き
く
物
品
の
荷
札
で
あ
っ
た
た
め
、
い
は
こ
の
記
録
簡
を
削
り
取
っ
た
時
点
が

遅
れ
た
た
め
、
と
も
に
廃
棄
が
遅
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

①
は
ほ
ぼ
完
形
の
文
書
木
簡
で
、
食
物
の
請
求
を
行
な
っ
た
も
の
。
上
申
す

る
相
手
を

「我
主
」
「我
尊
」
と
表
記
す
る
点
が
興
味
深
い
。

②
は
右
衛
士
府
か
ら
出
さ
れ
た
移
。
廃
棄
場
所
は
宛
先

・
差
出
い
ず
れ
も
あ

り
得
る
が
、
衛
士

・
仕
丁
と
の
密
接
な
関
連
を
示
唆
す
る
木
簡
が
多
数
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら

（後
述
）、
差
出
に
戻
さ
れ
て
廃
棄
さ
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
。

但
し
、
遺
跡
の
立
地
場
所
か
ら
み
て
、
右
衛
士
府
の
本
司
で
は
な
く
、
そ
の
関

連
施
設
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
の
出
土
地
点
の
近
く
に
は
、
朝
堂
院

東
面
回
廊
の
通
用
門
が
開
い
て
い
た
可
能
性
が
あ
り

（前
述
）、
衛
士
府
が

「中
門
」
（養
老
宮
衛
令
で
は

「宮
門
し

の
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
と
整
合

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
但
し
、
衛
士
は
仕
丁
な
ど
と
と
も
に
造
営
工
事
に
駆
使

さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
警
備

・
造
営
の
両
面
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。

①
の
四
周
は
二
次
的
整
形
。
よ
く
似
た
形
状
に
二
次
的
に
整
形
さ
れ
た
木
簡

も
共
伴
し
て
出
土
し
て
お
り
、
本
来
は
同

一
簡
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

け
ｌ
⑦
に
は
、
衛
士

・
仕
丁
な
ど
の
編
成
単
位
で
あ
る

「列
」
の
語
が
み
え

る
。
「猪
手
」
「幸
犬
」
「嶋
身
」
は
そ
の
責
任
者
で
あ
る
。
⑦
の

「嶋
身
」
は

①
に
も
登
場
す
る
。
Ｏ
①
の

「部
」
は

「列
」
と
同
義
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

①
の

「
五
背
」
は
⑩
に
も
み
ら
れ
る
。
衛
士

・
仕
丁
の
人
員
編
成
は

一
〇
人

・

五
〇
人
を
単
位
と
し
た
た
め
、
そ
の
責
任
者
を

「十
上
」
「五
十
上

（長
こ

と

称
し
た
が
、
⑩
⑫
に
そ
の
語
が
み
え
る
。
０
は

「衛
士
」
と
明
記
さ
れ
た
削
暦
。

⑭
の

「立
丁
」
は
、
サ
ト
か
ら
二
人

一
組
で
徴
発
さ
れ
た
仕
丁
の
う
ち
、
実
役

に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
。
⑮
は
上
日
数
を
記
し
た
も
の
か
。
⑮

「
二
月
廿

九
」
は

「日
」
字
が
続
か
ず
、
削
り
取

っ
た
痕
跡
も
な
い
こ
と
か
ら
、
二
月
の
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上
日
数
を
記
録
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
⑫
も
同
類
と
考
え
ら
れ
る
。
い
は

「病

二
依
リ
テ
遠
ル
」
と
あ
り
、
働
の

「道
」
令
逃
」
と
同
義
）
と
あ
わ
せ
て
、
過

酷
な
労
働
の
実
態
を
示
唆
し
て
い
る
。

本
調
査
で
は
、
地
名
や
人
名
を
列
挙
し
た
木
簡

・
削
暦
が
多
数
出
土
し
て
い

る
。
⑩
ｌ
⑬
は
そ
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
原
形
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
文
書
形
式

が
想
定
さ
れ
る
が
、
「地
名
十
人
名
」
と
な
る
も
の
が
目
立
ち
、
衛
士

・
仕
丁

の
本
貫
地
と
そ
の
名
前
を
記
し
た
も
の
が
多
く
含
ま
れ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
但

し
、
こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
に
若
干
問
題
と
な
る
の
は
、
⑬
ｌ
の
に
は
畿
内

の
地
名
が
み
ら
れ
る
点
で
あ
る

（の
は
山
背
国
宇
治
郡
大
国
里
と
推
定
）。
衛
士

・

仕
丁
の
貢
進
地
と
し
て
畿
内
が
除
外
さ
れ
て
い
た
と
い
う
有
力
な
見
解
が
あ
り
、

今
後
議
論
を
呼
ぶ
で
あ
ろ
う
。
な
お
兵
衛
に
関
わ
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
兵

衛
の
警
［備
場
所
は

「内
門
」
（養
老
宮
衛
令
で
は

「閤
門
し

で
あ
っ
た
こ
と
、
木

簡
に
み
え
る
人
名
の
大
多
数
は
部
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
成
立
の
余
地
は
低
い

と
思
わ
れ
る
。
⑩

「忍
海
評
」
は
、
葛
城
地
域
に
お
け
る
忍
海
コ
ホ
リ
の
成
立

時
期
が
評
制
下
に
遡
る
こ
と
を
示
す
点
で
も
重
要
で
あ
る
。
釣

「雀
王
マ
」
は

雀
部
の
こ
と
で
、
崚
王
部

（娘
部
）
・
孔
王
部

（孔
部
）
。
建
王
部

（建
部
）
と
同

様
の
表
記
で
あ
る
。
「某
王
部
」
は
五
世
紀
の
大
王
の
名
を
負
う
名
代

。
子
代

の
部
に
関
わ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
的
は
七
片
か
ら
な
る
記
録
簡
で
、
上
端
は

原
形
を
と
ど
め
る
。
直
接
接
合
し
な
い
箇
所
も
あ
る
が
、
出
土
地
点

・
木
目
の

方
向

・
筆
跡
か
ら
同

一
簡
と
み
て
間
違
い
な
い
。

貢
進
物
荷
札
と
考
え
ら
れ
る
の
は
⑫
が
唯

一
の
例
で
あ
る
。
物
品
付
札
は
⑬

ｌ
⑮
が
あ
る
。
④
に
み
え
る

「熟
麻
」
は
、
平
城
京
跡
の
二
条
大
路
木
簡
に

「右
衛
士
府
請
熟
麻
汁
斤
…
」
と
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り

（『平
城
宮
発
掘
調
査

出
土
木
簡
概
報
』
三
一
、　
〓
一頁
）、
本
木
簡
群
を
衛
士
府
に
関
わ
る
も
の
と
み
る

際
の
傍
証
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
④
の
切
り
込
み
は
下
端
の
み
に
あ

る
。
⑭
は
下
端
を
剣
先
形
に
尖
ら
せ
る
が
、
木
簡
の
長
さ
に
対
し
て
横
幅
が
か

な
り
広
く
、
あ
る
い
は
付
札
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

④
は
薬
の
処
方
を
記
し
た
木
簡
で
あ
る
。
『備
急
千
金
要
方
』
に
収
め
ら
れ

た

「秦
九
酒
」
（関
節
痛
な
ど
の
治
療
薬
）
の
項
に
ほ
ぼ
同
文
が
み
ら
れ
る
。
『備

急
千
金
要
方
』
は
、
初
唐
の
医
家
で
あ
る
孫
思
遊
が
六
五
〇
年
頃
に
著
し
た

『千
金
要
方
』
を
宋
代
に
校
訂
し
た
も
の
で
、
飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
か
ら
も
、

同
書
に
載
る

「西
州
続
命
湯
」
の
処
方
と
類
似
し
た
木
簡
が
出
土
し
て
お
り

（本
誌
第
二
五
号
⑪
）、
『千
金
要
方
』
が
七
世
紀
後
半
ま
で
に
日
本
に
将
来
さ

れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
⑬
は
右
上

。
右
下
隅
部
を
斜
め
に
削
り
落

と
し
た
材
の
上
下
に

「玄
黄
」
と
記
す
。
『千
字
文
』
の
第

一
句

「天
地
玄
黄
」

を
想
起
す
れ
ば
、
木
器
と
し
て
使
用
す
る
際
の
天
地
関
係
を
示
す
と
み
ら
れ
る
。

⑩
の
四
周
は
二
次
的
整
形
。
⑪
の

「高
志
前
」
は
越
前
の
古
い
表
記
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
四
』
公
一〇
〇
四
年
）

同

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
八
、　
一
九

（一
一〇
〇
四

年
、
二
〇
〇
五
年
）

（市
　
大
樹
）




